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二
人
の
作
曲
家
が
到
達
し
た

世
界
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に

取
材
・
文／
森
岡
葉
（
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
演
奏

・

研
究
の
第

一
人
者

と

し
て
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
久
元

祐
子
。

2
0

1

6

年
か
ら
始
ま
っ
た
ソ
ナ
タ

全
仙
演
奏
会
シ
リ
ー

ズ
で
は
、
ソ
ナ
タ
以
外

の
作
品

や
他
の
作
血
家
の
作
品
も
織
り
ま

ぜ
、
様
々
な
角
度
か
ら
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
魅

力
を
探
求
し
て
い
る
。

第
5

阿
n

と
な
る
今

回
の
テ
ー
マ
は
、

「ハ
イ
ド
ン
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

」
。冒
頭
の
ハ

イ
ド
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

2
3番
と
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

1
9歳
の
作
品
K
2
8
0

を
並
べ
て

聴
く
の
は
、
実
に
典
味
深
か
っ
た
。

同
じ
ヘ

長
調
の
明
る
い
鼎
想
を
、
繊
細
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
に
満
ち
た
透
明
感
の
あ
る
音
色
で
生
き
生

き
と
奏
で
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

の
ハ
イ
ド
ン
に

対
す
る
敬
愛
の
念
、
二
人
の
作
l
U
i家の
個
性

の
迩
い
を
感
じ
さ
せ
た
。

即
典
的
な
装
飾

立1
1、
弱
tL
Jの
表
現
が
美
し
く
、
ウ
ィ
ー

ン
古

典
派
の
典
雅
な
枇

界
に
心
き
込
ま
れ
る。
統

い
て
ハ
イ
ド
ン
の
鍵
盤
作
品
の
最
邸
傑
作
と

も
言
え
る
最
後
の
ソ
ナ
タ
第

5
2番。
第
1

楽

平
の
重
匝
な
利
音
の
テ
ー

マ
か
ら
華
や
か
な

秤
き
を
操
り
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
演
奏
を

繰
り
広
げ
た
。

後
半
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

の
K
5
7
0

と

K
5
7
6

。

奸
き
晩
年
の
天
才
作

仙

家

の
最
後
の
2

血
の
ソ
ナ
タ
に
は
、
天
国
に

向

か
っ
て
い
く
よ
う
な
突
き
抜
け
た

明
る
さ
が

あ
ふ
れ
て

い
る
。

柔
軟
な
タ
ッ
チ
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
色
彩
既
か
な
音
色
で
、
モ
ー

ツ
ァ

ル
ト

が
最
後
に
見
た
泄
界
が
鮮
や
か
に
描
き

出
さ
れ
た
。

ア
ン
コ
ー

ル
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル

ト

〈グ
ラ
ス
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
た
め
の
ア
ダ
ー

ジ
ョ

〉
K
3
5

6

、

そ
し
て
、

H

本
・

オ
ー

ス
ト

リ
ア
友
好
1

5

0

周
年
に
ち
な
ん
で
、

J

・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
I
I
世

〈酒
・

女
・

歌
〉
。

ベ
ー

ゼ
ン
ド

ル
フ
ァ
ー

モ
デ
ル
2
8
0
v
c

の
ウ
ィ
ン
ナ

ー
：
ト
ー

ン
を
遊
ぴ
心
い
っ
ば

コ
ン
サ
ー

ト

い
に
エ
レ
ガ
ン
ト
に
袢
か
せ
、

を
締
め
括
っ
た
。

終
演
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
久
元
は
、

「今
回
は
、
ハ
イ
ド
ン
が
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
に

与
え
た
彩
秤
、

二
人
の
作
仙
家
が
蚊
後
に
到

述
し
た
枇
界
の
辿
い
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第

2

阿

か
ら
使
用
し
て
い
る
ベ
ー

ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー

モ
デ
ル
2
8
0
V
C

は
、
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー

が
長
年
培
っ
て
き
た
木
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
さ
せ
る
美
し
い
ウ
ィ
ン
ナ

ー

・
ト
ー

ン
の
伝
統
を
受
け
糀
ぎ
つ
つ
、
音
の
立
ち
上

が
り
が
述
く
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
時
代
の
フ
ォ

ル
テ
ビ
ア
ノ
の
よ
う
な
繊

細
さ

、

軽
や
か

さ
、

音
色
の
透
明
愁
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク

・

レ
ン
ジ
の
幅
も
広
く

、

コ
ン

チ
ェ
ル
ト
を
演
奏
す
る
時
に
は
、
オ

ー

ケ
ス

ト

ラ
の
音
に
埋
も
れ
ず
、
輪
郭
の
は
っ
き
り

し
た
俊
美
な
音
色
で
歌
い

、

バ
ワ
ー

を
発
抑

し
て
く
れ
ま
す
。

演
奏
者
の
想
い
を
敏
感
に

受
け
と
め
て
く
れ
る
楽
器
だ
と
思
い
ま

す
。

来
年
は
こ
の
シ
リ

ー

ズ
を
休
み
、
ベ
ー

ト

ー

ヴ
ェ
ン

・

イ
ヤ
ー
に
合
わ
せ
て

「モ
ー

ツ
ァ

ル
ト
と
ベ
ー

ト

ー

ヴ
ェ
ン

」
を
テ
ー

マ

に
し
た
リ
サ
イ
タ
ル

(2
0
2
0

年
1
1月
1
2

H

紀
尾
井
ホ
ー

ル
）
を
開
備
し
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は

、

「2
8
o
v
c

ビ
ラ
ミ
ッ
ド

マ
ホ
ガ
ニ
ー

j
を
使
川
し
ま
す
。

マ
ホ
ガ

ニ
ー

の
木
口
を
生
か
し
た

美
し
い
名
器
で
、

木
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
自
然
の
風
合
い
を
直
に

感
じ

な
が
ら
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
と
ベ

ー

ト

ー

ヴ
ェ
ン
を
演
奏
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と

語
っ
た
。
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